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第 2 章 中華民族主義と抵抗的民族主義の 
     二重構造―文化大革命の原点 
 
1966 年に始まり 1976 年まで続いた中国文
化大革命の背後に働いていた政治意識はどの
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文革は、1964 年 12 月にまず毛沢東によっ
て「官僚主義者階級」という造語を呼び28、
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1966 年 8 月 31 日、毛沢東は天安門広場に









1964 年 5 月 1 日に、当時国防部長だった林彪
                                                                      
国の挫折－文化大革命の省察』アジア経済研究
所、1985 年 3 月）。広州の文化大革命について
は、『資料 中国文化大革命－出身血統主義をめ




第 21 巻第 9 期、2009 年 9 月。 
39 加々美光行『逆説としての中国革命 〈反近
代〉精神の敗北』田畑書店、1986 年 6 月、45
頁。 
が「毛主席語録」を解放軍内部で教育用教材






























遇羅克はその後、1966 年 10 月ガリ版刷り
で、譚立夫流の「血統論」を激しく批判する
文章を「出身を論ず」と題して発表、これが
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革命委員会は 1967 年 1 月 31 日に黒竜江省



















理由は 1959 年から 61 年にかけて毛沢東の号
令下に推進された「人民公社・大躍進」政策
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模はおよそ 1 万 6 千から 4 万万人と伝えられ
てはいた52。 
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1938 年 10 月の中共第 6 期第 6 回中央委員
会総会で、毛沢東が「新段階を論ず」と題し
た政治報告のなかで「マルクス主義の中国化」
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て、1966 年 7 月 27 日文書として華北局から
毛沢東と党中央宛てに提出されたが、なお極
秘扱いとされ、全国にこれが配布され伝えら
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ここには問題の謎を解く重大な鍵が存在し
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かれたため、1972 年 7 月 28 日に新華社電で
公開報道されるまで、その実態は明らかにな
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のが、わずか 5 年 2 か月後の 2003 年 1 月には
その約 100 倍の 5 千 9 百万人に膨れ上がって
いたのである96。なお 2013 年現在のインター
ネット人口は 6 億 5 千万に達している。 
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2011 年 8 月以来激化を続けている「尖閣列島
領有権問題」の解決をいよいよ困難にし、日
中両国がいつ軍事衝突を起こすかわからにと
いう危険性すら呈している。 
尖閣の根本的解決のためには、何よりこの
国家・社会結合的で排他的・自尊的な民族主
義を解体するのでなければならない。そのた
めには、①日中間の国家と国家の国際政治重
視から、日中民衆相互の民際的交流重視へ、
②領土、領海、領空の国益重視から、国境を
越える民衆の利益である民益重視へ、③自尊
的・排他的な国家民族主義から、抵抗的・連
帯的な民衆民族主義へ、の意識転換を図るの
でなければならない。 
